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組
合
等
の
動
き
（
合
同
研
修
会
の
案
内
、
石
彫
の
つ
ど
い
ほ
か
）　

２

中
央
会
の
動
き
（
建
設
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
ほ
か
）　

３

海
外
レ
ポ
ー
ト
（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
）　

４　

七
月
の
景
況
調
査　

５

「
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
ほ
か　

６

事
務
局
だ
よ
り
（
女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
ほ
か
）　

７

　

本
会
で
は
、
七
月
十
九
日
、
標

記
の
テ
ー
マ
で
古
田
肇
知
事
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
。辻
会
長
、
関
、

加
藤
（
愛
）、
加
藤
（
智
）、
加
藤

（
千
）、
松
原
の
各
副
会
長
、
田
口

青
年
中
央
会
会
長
、
谷
田
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
副
会
長
が
出
席
し
、
中
小
企
業
の
振
興
策
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、辻
会
長
か
ら
、中
央
会
が
県
内
の
八
百
組
合
・
六
万
企

業
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
、組
織
化
が
中
小
企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
、中
央
会
の

持
っ
て
い
る
各
種
情
報

力
を
県
政
で
活
用
さ

れ
た
い
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
各
業
界
と
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、そ
の
中
で
、新
分
野
、新
市
場
への
進

出
、ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、技
術
の
高
度
化
等
に
努
め
て
い
る
現
状

が
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、活
発
に
提
言
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

　

主
な
も
の
は
、次
の
と
お
り
。

�
海
外
や
他
県
と
の
企
業
誘
致
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
有
利
な

工
業
団
地
の
開
発
が
必
要

�
制
度
融
資
に
つ
い
て
、
金
利
の
見
直
し
や
事
務
の
迅
速
化
な
ど

の
改
善
を

�
産
地
、
研
究
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て
陶
磁
器
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク

の
新
し
い
分
野
で
の
活
用
の
研
究
を

�
県
の
地
場
産
業
に
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
感
性
に
依
存
す
る
商

品
が
多
い
が
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
比
べ
て
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
う
ま
く
な
い
。競
争
相
手
を
明
確
に
し
、
材
料
か
ら
製

品
ま
で
高
い
レ
ベ
ル
の
管
理
が
必
要

�
中
小
企
業
が
中
国
に
進
出
す
る
に
は
的
確
な
情
報
が
必
要
で

あ
り
、県
の
駐
在
員
の
拡
充
を

�
老
朽
化
し
て
い
る
産
業
会
館
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
使
い
勝

手
の
い
い
施
設
と
す
べ
き

�
中
小
企
業
に
と
っ
て
東
京
進
出
は
大
変
だ
が
必
要
だ
。ビ
ジ
ネ

ス
拠
点
の
提
供

等
サ
ポ
ー
ト
を

　

最
後
に
、古
田
知

事
が
、
県
も
「
役
に

立
つ
中
央
会
」
と
同
じ
よ
う
に「
役
に
立
つ
県
政
」
を
目
指
し
て
い

る
と
し
て
、「
厳
し
い
状
況
の
中
で
企
業
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。こ

う
し
た
企
業
の
攻
め
の
経
営
を
県
政
が
ど
の
よ
う
に
お
手
伝
い
で

き
る
か
、中
央
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
」と
述
べ
ら
れ
る

と
と
も
に
、六
月
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
、産
業
活
性
化
の
た

め
の
理
念
や
施
策
の
方
向
等
を
定
め
る
「
岐
阜
県
産
業
振
興
ビ

ジ
ョン
」の
来
年
度
中
の
策
定
、
融
資
枠
の
拡
大
、
無
担
保
ス
ピ
ー

ド
資
金
及
び
売
掛
債
権
担
保
活
用
資
金
の
新
設
、
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
活
用
・
保
護
の
推
進
な
ど
の
施
策
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

今
後
と
も
、
施
策
への
反
映
を
図
る
た
め
、
県
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
は
意
見
交
換
を
進
め
た
い
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

「
中
小
企
業
が
強
く
な
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に

古
田
知
事
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

�
…
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃　
　
【
平
成
十
七
年
七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
】

’０５

主な記事
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�
…
７
月
は
�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
強
調
月
間
で
す
。
統
一
標
語
「
ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
」

　

川
崎
岐
阜
協
同
組
合（
福
西
紀
雄

理
事
長
）、岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協

同
組
合（
今
井
哲
夫
理
事
長
）、岐
阜

県
金
型
工
業
組
合（
黒
田
隆
理
事
長
）

は
、「
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事

業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、三
組
合
合

同
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

講
師
に
は
、人
を
つ
く
る
仕
事
を

中
心
に
活
躍
さ
れ
る
元
吉
本
興
業
の

常
務
取
締
役
で
、現
在
フ
リ
ー
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
木
村
政
雄
氏
を

招
聘
し
、「
不
透
明
な
時
代
を
ぶ
ち
破

る　

木
村
流
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
す
す

め
」を
テ
ー
マ
に
、人
づ
く
り
の「
技
」

を
研
修
す
る
。

【
日
時
】　

平
成　

年
９
月
７
日　
　

１７

（水）

　

時
〜　

時　

分

１６

１７

３０

【
場
所
】　

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】　

無
料

　

他
組
合
か
ら
の
参
加
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、関
心
の
あ
る
方

は
川
崎
岐
阜　
（
℡
〇
五
八
三－

八

（協）

二－

二
一
七
五
）ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

三
組
合
が
合
同
で
研
修
会
を
開
催

講
師
に
は
木
村
政
雄
氏
を
招
聘

　

周
年
記
念
式
典
を
開
催

40

併
せ
て
新
社
屋
完
成
式
典
も

る
勤
労
者
に
対
し
、
食
生
活
の
充
実

を
目
的
と
し
て
共
同
給
食
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

四
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新

し
い
工
場
を
建
設
。
併
せ
て
新
社
屋

完
成
式
典
も
開
催
し
た
。

　

式
典
の
中
で
鈴
木
理
事
長
は
、「
操

業
開
始
以
来
四
十
年
間
、
無
事
故
で

給
食
の
提
供
が
で
き
た
。
今
後
も
食

の
安
全
・
安
心
・
衛
生
を
心
が
け
て
、

組
合
員
の
た
め
の
組
合
運
営
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

こ
の
新
工
場
は
、
経
営
革
新
支
援

法
に
承
認
さ
れ
、
商
工
中
金
か
ら
の

長
期
低
利
融
資
の
支
援
や
、
税
制
上

の
特
別
償
却
な
ど
の
優
遇
措
置
な
ど

を
受
け
て
お
り
、
県
内
で
は
初
、
国

内
で
は
五
十
五
番
目
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

高
度
化
認
定
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

（
今
井
哲
夫
理
事
長
）
で
は
、
共
同
受

電
事
業
に
お
け
る
組
合
員
の
電
力
使

用
状
況
が
、
昨
年
の
前
半
期
は
安
定

か
ら
僅
か
な
上
昇
へ
向
き
を
変
え
、

十
一
月
か
ら
は
過
去
最
高
と
な
り
、

連
続
し
て
更
新
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
総
量
に
お
い
て
も
最
高
を
記
録

し
た
。

　

組
合
員
企
業
の
中
で
レ
ー
ザ
ー
加

工
の
新
機
種
な
ど
の
導
入
が
あ
り
、

当
該
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
こ
と
、

建
築
、
鋳
物
関
連
の
企
業
に
お
い
て

仕
事
の
受
注
が
拡
大
し
た
こ
と
が
増

加
の
原
因
と
推
測
さ
れ
る
。

　

不
況
に
負
け
な
い
企
業
へ
と
組
合

員
の
体
質
改
善
も
進
め
る
な
ど
、
組

合
の
運
営
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

二
組
合
が
大
工
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

付
知
峡
ひ
の
き
建
築
協
同
組
合

（
早
川
貴
典
理
事
長
）
は
、
木
と
木
造

住
宅
（
在
来
軸
組
工
法
）
の
良
さ
を

伝
え
、
匠
の
技
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、「
大
工
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
全
国
か
ら
二
十
二
名
が
参

加
者
し
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
る

た
め
、
組
合
員
が
大
工
道
具
の
使
い

方
な
ど
実
技
指
導
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
東
濃
福
岡
の
家
建
築
協
同

組
合
（
岡
山
金
平
理
事
長
）
で
も
同

様
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

千
葉
、
埼
玉
の
六
都
県
か
ら
彫
刻
家

十
人
が
参
加
し
、
組
合
員
の
工
場
が

協
力
し
て
、
墓
石
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

制
作
に
励
ん
だ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

美
濃
加
茂
福
祉
事
業
協
同
組
合

（
鈴
木
茂
生
理
事
長
）
は
、
創
立　

周
４０

年
記
念
式
典
並
び
に
新
社
屋
記
念
式

典
を
七
月
二
十
日
に
開
催
し
た
。

　

同
組
合
は
、
中
小
企
業
に
従
事
す

電
力
使
用
が
大
幅
ア
ッ
プ

�
�
�
�
�
�
�
�

　

中
津
川
市
蛭
川
の
特
産
で
あ
る
御

影
石
を
使
い
、
彫
刻
作
品
を
競
作
す

る
「
石
彫
の
つ
ど
い
」
が
七
月
二
十

五
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
開
か
れ
た
。

　

岐
阜
県
花
崗
岩
販
売
協
同
組
合

（
中
谷
潔
理
事
長
）
で
開
会
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
四
十
人
が
出
席
し
、

石
割
式
で
成
功
を
祈
っ
た
。

　

岐
阜
、
愛
知
、
東
京
、
神
奈
川
、

石
彫
の
つ
ど
い
を
開
催

蛭
川
石
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　清　 水　 敏　 之

羽島市福寿町平方６丁目２１番地の１
リバティ第一ビル

�〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7
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�
…
九
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
で
す
！

【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

中
小
建
設
業
者
の
連
携
を
支
援

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

個
人
情
報
漏
え
い
は
企
業
の
信
用
力
を
低
下

　

中
央
会
は
、
県
委
託
事
業
と
し
て

「
中
小
建
設
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
八
月
三
日
、
岐
阜
市
学
園

町
の
未
来
会
館
で
開
催
し
、
約
百
名

が
出
席
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
演
、
説
明
会
、

個
別
相
談
の
三
部
構
成
で
実
施
。
講

演
会
で
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役

の
倉
見
康
一
氏
よ
り
、
企
業
連
携
の

メ
リ
ッ
ト
や
新
分
野
進
出
な
ど
の
戦

略
的
経
営
の
必
要
性
な
ど
、
中
小
建

設
業
の
生
き
残
り
策
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
県
の
施
策
紹
介
、
建
設

業
協
業
化
・
新
分
野
進
出
の
事
例
に

つ
い
て
担
当
者
が
説
明
し
、
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。

　

ま
た
、
本
会
で
は
、
八
月
二
十
三

日
か
ら
県
内
十
一
カ
所
で
協
業
化
、

組
織
化
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
個
別

相
談
を
行
う
。
詳
し
い
日
程
は
、
中

央
会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム
若
し
く
は

本
紙
七
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

中
央
会
は
、
県
下
二
会
場
で
「
労

務
非
常
事
態
に
お
け
る
望
ま
し
い
対

応
と
諸
規
程
の
整
備
」
を
テ
ー
マ
に
、

組
織
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
、

伏
屋
喜
雄
社
会
保
険
労
務
士
を
講
師

に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
昇
給
で
き
な
い
、

約
束
し
た
賞
与
や
退
職
金
が
支
払
え

な
い
な
ど
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
ほ
か
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
・

〜
華
や
か
に
、
し
た
た
か
に
〜
」
と

題
し
、
成
功
の
秘
訣
を
伝
授
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
加
藤
智
子
会
長

ら
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、「　

世
紀

２１

は
女
性
の
時
代
到
来
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
し
、
女
性
経
営
者
な
ら
で

は
の
苦
労
や
家
庭
と
の
両
立
な
ど
の

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

中
央
会
で
は
、
官
公
需
の
受
注
機

会
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
県
下

関
係
機
関
へ
関
連
す
る
情
報
の
提
供

を
依
頼
し
、
関
係
機
関
か
ら
「
特
定

品
目
の
発
注
計
画
」
及
び
「
特
定
品

目
以
外
の
物
品
・
工
事
・
役
務
」
の

入
札
発
注
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ

れ
た
。

　

二
十
二
の
関
係
機
関
か
ら
五
百
八

十
八
件
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
官

公
需
情
報
が
提
供
さ
れ
、
百
六
十
の

関
係
組
合
に
対
し
情
報
提
供
を
行
っ

た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
央

会
・
調
査
労
働
チ
ー
ム
若
し
く
は
中

央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

中
央
会
は
、
個
人
情
報
保
護
法
対

策
研
修
会
を
県
下
三
会
場
で
実
施
し

た
。
情
報
漏
え
い
に
関
す
る
報
道
が

毎
日
の
よ
う
に
続
く
中
で
、
約
百
名

が
出
席
。
四
月
に
施
行
さ
れ
た
法
の

概
要
、
組
合
・
中
小
企
業
等
が
行
う

べ
き
基
本
対
策
な
ど
に
つ
い
て
研
修

し
た
。

　

講
師
は
、
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
リ

ス
ク
総
研
の
災
害
リ
ス
ク
部
上
席
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
村
純
一
氏
が
務

め
、
所
持
す
る
個
人
情
報
が
五
千
人

以
下
で
は
保
護
法
の
対
象
と
な
ら
な

い
が
、
個
人
情
報
漏
え
い
が
あ
れ
ば
、

被
害
者
か
ら
民
事
訴
訟
等
を
提
起
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
件
数
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
等
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

研
修
会
の
レ
ジ
メ
、
賠
償
責
任
保

険
等
の
資
料
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

中
央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

愛
知
で
全
国
女
性
経
営
者
等
交
流
会
開
催

　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
、

七
月
五
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

名
古
屋
に
て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
女

性
経
営
者
等
交
流
会
」
〜
レ
デ
ィ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５
ｉ
ｎ
あ
い

ち
〜
に
三
十
六
名
が
参
加
し
、
全
国

各
地
か
ら
参
集
し
た
女
性
経
営
者
と

交
流
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
㈱
よ
し
川
の
吉
川

幸
枝
社
長
が
「
前
向
き
人
生
一
直
線

組
織
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
学
ぶ

東
南
海
地
震
の
発
生
に
対
す
る
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク

と
し
て
最
近
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
処
法

に
つ
い
て
も
研
修
し
、「
秘
密
保
持
誓

約
書
」
を
従
業
員
か
ら
提
出
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
情
報
の
管
理
を
行
う
な

ど
具
体
的
な
危
機
管
理
へ
の
対
処
に

つ
い
て
も
説
明
さ
れ
、
出
席
者
は
理

解
を
深
め
て
い
た
。

官
公
需
の
発
注
計
画
が

例
年
よ
り
も
増
加

高 山 米 穀 協 業 組 合
会長理事　桑　 谷　 信　 男
理 事 長　加　 藤　 明　 彦
高 山 市 初 田 町 ２ 丁 目 ３２ 番 地
�〈0577〉 32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4
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夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動　

実
施
期
間
７
月　

日　

〜
７
月　

日　

１１

（月）

２０

（水）
「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
」【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■Ditto Inc. 社の石戸社長
　環境保護への取り組み方は日米でそれぞれ違って
います。シリコンバレーに本拠を置くDitto Inc. 社は日
系企業向けの米国環境規制に関するコンサルティン
グ会社。同社の石戸さんは、日本企業の社員だった
頃に米国事務所開設と米国半導体企業との共同開
発に携わり、その経験が現在の環境ビジネスにつな
がっているとのことです。その石戸さんに､米国の環
境規制と関連するビジネスについて教えていただきま
した。
■米国の環境規制の現状
　米国の環境規制の特徴の一つは、進出予定地にお
ける過去の環境規制上の問題の有無を把握する必
要があることです。万一、事務所や工場などを作った
後で問題が見つかると、それには自分で対応せねば
なりません。知らなかったではすまされず、最悪の場合
は他人の分まで責任を負わされることがあります。また
規制内容が連邦と州、郡によって異なったりするため
どれを優先すべきか分かりにくく、かつ内容が頻繁に
変更されます。このため､一旦許認可を得た後も遵守
状況を常に管理し続けなければなりません。
　このため米国進出の際には、場所選定の段階から
環境規制を考慮する必要があります。ビジネスをはじ
めよう、米国に進出しようというと、一日も早いスタートを
目指して事業や生産計画などを作り、場所を選定した
後で環境規制対応をする人が多いそうですが、それ
では非常な困難を伴うことになりかねません。
　また米国の法律では執行機関側にかなり大きな自
由裁量が認められていて、立ち入り検査なども検査官
の判断により抜き打ちででき、問題を発見した際の対

応についてもかなりの部
分を検査官自身の判断
で処理することができる
そうです。このためこう
いった検査官の傾向を把
握した上で対処する必要
があります。
　そこで環境コンサルタ
ントの登場です。彼らは変
化の激しい環境規制を理
解し、関係各機関の複雑
な関係や検査官等の関
係者の考え方を知っていて、事業計画作成の早い段
階から関わることで環境関連のリスクを抑制できるそ
うです。米国の環境コンサルタントは約２兆円規模の
産業になっていて、日本と比べると調査・検討に関わ
るコンサルタントと、実際に処理・施工・修復する業者
とは明確に区分されているとのことでした。
■環境規制をビジネスへ
　一方、環境規制をビジネスチャンスとして捉えること
もできます。日本でも環境関連ビジネスが将来自動車
産業を凌駕する規模になると期待されていますが、そ
の市場を米国等の海外に求めれば、更に大きなチャン
スがあることになります。
　日本の環境ビジネスの強みは再生素材で弱みは
廃棄物処理、米国はその反対だそうです。従って、両
国の環境ビジネスは相互補完関係にあるとみなすこ
ともできることになります。互いに弱いとされる分野は、
それぞれ将来成長が見込まれる分野とも言われてい
ますから、日本企業には大きなビジネスチャンスがあ
ることになります。
■米国進出を支援
　米国の環境対策では自社のみの力で対応する
ケースは少なく、実際には連邦政府や州・郡といった
行政機関による助成金が大きな役割を果たしていると
のことです。従って、日本企業が強いという再生素材
分野で米国進出を目指すのであれば、市場調査のプ
ロセスの一つとして、売り込みを目指す技術・製品・
サービスに適した助成制度を調べ、その適用を受ける
ことが考えられます。当然様 な々検査などの手続きを
伴いますが、これらによって日本の強みを米国に売り
込めるのであれば、一考の価値があるのではないで
しょうか。
　Ditto Inc. 社では米国進出の環境対策面のサポー
トだけでなく、日米相互の環境関連技術・製品の取引
を積極的にサポートしたいとのことでした。もし詳細お
知りになりたいといったご要望があれば、お気軽に岐
阜 県シリコンバレー事 務 所（電 子メール：
gifu_sv@sbcglobal.net）までご連絡ください。

米国における環境規制　　　
　　　　　　　　　　日系企業を積極的にサポート

岐阜県シリコンバレー駐在員　小木曽　弘和

�����������	
����������
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高
度
化
融
資
の
貸
付
利
率
が
、〇
・
八
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
制
度
内
容
等
は
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
℡
〇
五
二

－

二
〇
一

－

三
三
〇
三
）ま
で

（５）

７月景況調査

改
善
の
動
き
と
な
る

な
ど
、
持
ち
直
し
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
改
善

の
要
因
は
、
好
転
業
種

の
増
加
に
よ
る
も
の

が
大
き
い
。

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
（
う
ち
八

十
三
組
合
に
よ
る
集
計
）
を
対
象
に
ま
と
め
た

『
七
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

〔
七
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
に
持
直
し
傾
向
、
②
原

材
料
、
原
油
高
等
の
コ
ス
ト
増
が
収
益
を
圧
迫

―
と
な
っ
て
い
る
。

七
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
る
と
、
好
転

、
悪
化

で
Ｄ
Ｉ
値

１１

３１

は
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス

２０

２５

に
対
し
５
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
、
三
ヶ
月
連
続
の

し
か
し
、
収
益
状
況
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

で
、

２７

前
月
と
同
数
値
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

金
型
、
機
械
工
具
の
設
備
投
資
関
連
業
種
は
回
復

基
調
に
あ
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
愛
知
万
博
の
波

及
効
果
に
よ
り
旅
館
等
で
好
調
と
い
う
声
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
依
然
と
し
て
公
共
工
事
の
縮
小

や
消
費
の
低
迷
、
原
材
料
の
上
昇
、
ま
た
、
原
油
高

に
伴
う
燃
料
費
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
費
の
増
大
・

転
嫁
難
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い

る
と
い
う
声
が
多
く
出
て
い
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
７月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△○▲生 コ ン ク リ ー ト
▲△▲▲▲▲砂 利 生 産
△△△▲△▲砕 石 生 産
△○△△○△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
○△△▲△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△○可 児 工 業 団 地
○○○○○○金　 　 型
△▲▲▲△△電 気 機 械 器 具
△△△△▲○輸 送 用 機 器
▲△▲▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
▲△△△▲△電 設 資 材
△△△△▲△陶　 磁　 器
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△△▲青　 　 果
▲△△△△△水　 産　 物
○△△△▲○家 電 機 器 販 売
▲△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○○○△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△▲▲△▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△▲△△△△菓　 　 子
○△△○△○米　 　 菓
○△△△△○寒 天 水 産
▲△▲▲▲○製 麺
△△△△△△撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△△毛　 織　 物
▲△△▲△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△▲▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△▲▲△▲縫　　 製（既製服）
△△△△△△製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△○○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲▲▲△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△△▲▲恵 那 市 商 店 街
▲△△▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△▲△▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
――――――下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
△△▲▲△▲広 告 美 術
△△△△△▲情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲△▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△△理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
△▲△▲△△土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲△△建築（各務原地区）
△△▲△△△鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△▲△木 製 建 具
△△△▲▲△産直住宅（付知地区）
△△△▲▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲○△○軽 運 送

景
況
感
に
持
直
し
の
動
き

原
材
料
、原
油
高
が
収
益
を
圧
迫
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経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
の
中
で

度
重
な
る
改
正
が
行
わ
れ
き
た
「
会

社
」
に
関
す
る
法
律
の
整
理
・
統
合
・

再
編
成
し
た
『
会
社
法
』
が
六
月
二

十
九
日
に
成
立
し
た
。
中
小
企
業
の

実
態
を
踏
ま
え
た
改
革
と
い
う
点
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
法
は
、
会
社
に
係
わ
る
各
種
の

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
体
系
的

か
つ
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
新

た
な
法
典
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、
中
小
企
業
及
び
中
小
会
社
に
関

係
の
深
い
項
目
と
し
て
、
�
会
社
法

制
の
現
代
語
化
、
�
株
式
会
社
と
有

限
会
社
の
一
本
化
、
�
機
関
設
計
の

柔
軟
化
、
�
最
低
資
本
金
規
制
の
撤

廃
、
�
定
款
自
治
の
範
囲
の
拡
大
、

等
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

同
法
は
十
八
年
四
月
一
日
に
施
行
さ

れ
る
予
定
。

　

ま
た
、
同
法
と
併
せ
て
「
会
社
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
も
成
立
し
、
会
社

法
の
施
行
に
伴
い
、「
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
」
及
び
「
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
」
等
の
規
定

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

詳
し
く
は
、
中
央
会
が
発
行
し
た

「
中
小
企
業
情
報
（
組
合
等
活
性
化
情

報
）N
O.　

」若
し
く
は
法
務
省
Ｈ
Ｐ

９８

（http://w
w
w
.m
oj.go.jp/H

O
U
A
N
/

houan３３
.htm
l

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
Ｈ
Ｏ
Ｔ 
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
】 「
会
社
法
」が
成
立
し
ま
し
た
！

��������

����

����� � � � � �

〒５０５-００４１

岐阜県美濃加茂市太田町２７１番地の１

ＴＥＬ　０５７４-２７-２２５８

ＦＡＸ　０５７４-２７-２２５８

「有限責任事業組合契約に関する法律」をご存知ですか？
　８月１日から「有限責任事業組合契約に関する法律（LLP 法）」が施行された。
　この法律は、民法組合の特例として、� LLP の出資者全員に有限責任制を付与、�内部自治の徹底（柔軟
な損益や権限の配分、内部組織の柔軟性）、� LLP に対する構成員課税の適用、という特徴を併せ持つ「有限
責任事業組合（LLP）制度」を創設するものである。
　詳しくは、中央会・組織指導チームまで。

有限責任事業組合契約に関する法律�
～リミテッド・ライアビリティ・パートナーシップ（Limited Liability Partnership）制度の創設～�

現　状�

海外では、創業を促し、事業者や
専門人材が連携して行う共同事
業（ジョイント・ベンチャーなど）を
振興するため、LLPやLLC（リミ
テッド・ライアビリティ・カンパニー）
という新しい事業体制度を整備。�

対　応�

民法組合の特例として有限責任事業組合制度
を創設。�

  1．LLPの出資者全員に有限責任制を付与�

  2．貢献に応じた柔軟な損益の配分�
�
民法組合と同様に、才能やノウハウを持つ中
小企業や個人を高く評価することが可能に。�

  3．LLPに対する構成員課税の適用�
�
民法組合と同様に、LLP段階では課税せず、
組合員（構成員）に直接課税する仕組みを適
用する。�

○新規創業の促進�
○創造的な連携共同事業の促進�

・中小企業同士の新規事業連携�
・ベンチャーと大企業の連携�
・産学連携�
・ITや金融の専門人材による共同事業�
・大企業同士の共同研究開発�

課　題�

我が国には、この３つの特徴
を兼ね備えた事業体は存在
しない。�
�
◆共同事業の際の一長一短�
�

［米国のLLC：有限責任会社］�
ここ10年間で80万誕生。�
IBM・インテルなどの共同研究、
金融産業、IT産業などで活用。�

［英国のLLP：有限責任組合］�
2000年創設、１万を超える。�
KPMGなど会計・法律事務所、
デザイン、IT産業などで活用。�

◆事業体の３つの特徴�

【有限責任】�
出資者が出資額までしか責任を負
わない。�
【内部自治原則】�
出資者が自ら経営を行い、利益や
損失の配分などを柔軟に決めるこ
とができる。�
【構成員課税】�
出資者に直接課税されるので、法
人課税を課された上に、出資者へ
の利益分配にも課税されるというこ
とがない。�

［株式会社］�
�
・出資者は有限責任。�

しかし、�

・１株１票原則で、�
　取締役などの設置が強制、�
・法人課税が課された上に、
出資者への配当にも課税
される。�

［民法組合］�
�
・出資額の多寡に拘わらず
利益や損失を出資者の貢
献に応じて柔軟に配分。�

・構成員課税のため、組合
段階には課税されず、出
資者に直接課税される。�

しかし、�

・出資者は全員が無限責任。�

構成員課税�

課税�

課税なし� 共同研究開発LLP

Ａ社� Ｂ社�



五
〇
号
）
に
多
数
の
ご
協
賛
・
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
組
合
の
皆
様
方
の
取

り
組
ま
れ
る
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
き
ま
し
て
、
本
紙
紙
面
で
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
情
報
提
供

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
連
絡
は
、
中
央
会
・
情
報
広
報

チ
ー
ム
ま
で
、
お
願
い
し
ま
す
。
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石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
問
題
に
つ

き
ま
し
て
、
関
係
従
業
員
等
の
健
康

問
題
に
つ
い
て
、
組
合
員
企
業
等
の

皆
様
に
は
次
の
点
に
ご
注
意
い
た
だ

く
な
ど
、
対
策
の
徹
底
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
過
去
に
石
綿
含
有
製
品
を
製
造

し
又
は
取
り
扱
っ
て
い
た
事
業
場
で

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
七
月
十

一
日
付
け
の
人
事
異
動
で
、
岐
阜
支

店
長
に
本
店
業
務
推
進
部
参
事
役
の

長
谷
川
昌
和
（
は
せ
が
わ
ま
さ
か
ず
）

氏
が
就
任
。

る
石
綿
粉
じ
ん
の
発
散
防
止
等
④
労

働
局
等
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
活
用

し
、
石
綿
障
害
防
止
対
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
等

　

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
へ
の
対
策
等
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
九
月
中
〉

　

日　

中
部
経
済
産
業
局
と
官
公
需

１５関
係
組
合
と
の
懇
談
会
（　

時
〜
／

１４

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

中
小
企
業
組
合
の
生
き
る
道

１６に
つ
い
て
研
修
（　

時　

分
〜
／
県

１３

３０

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

パ
ソ
コ
ン
研
修
【
エ
ク
セ
ル
実
践
】

２
・　

日
（
土
岐
市
）
／
【
ア
ク
セ

２８

ス
入
門
】
７
・　

日
（
大
垣
市
）
／

１６

【
ア
ク
セ
ス
入
門
】
９
・　

日
（
高
山

１４

市
）
／
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
】　

・
２１

　

日
（
高
山
市
）

２７

　

内
容
は
次
の
通
り
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年
８
月　

日

１７

２５

　
　
　

時　

分
〜　

時　

分　

ホ
テ

（木）

１３

３０

１５

３０

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

【
テ
ー
マ
】
倒
産
事
例
か
ら
学
ぶ
経
営

者
の
知
恵

【
講
師
】
株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
岐
阜
支
店　

虎
谷
茂
徳
支
店
長

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
会
・
情
報
広
報

チ
ー
ム

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

倒
産
事
例
か
ら
面
白
い
知
恵
が
学
べ
ま
す
！

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、参
加
料
は
無
料

�
…
今
、企
業
等
Ｏ
Ｂ
人
材
の「
知
識
」「
経
験
」「
ノ
ウ
ハ
ウ
」が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ｂ
人
材
の
登
録
を
受
付
中
！　
　

Ｏ
Ｂ
人
材
・
岐
阜
協
議
会（
〇
五
八
―
二
六
四
―
二
一
三
五
）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、参
加
料
は
無
料

　

中
央
会
と
同
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
、

女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
第
一

回
）を
開
催
す
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
経
営
に
関
す

る
様
々
な
情
報
か
ら
、企
業
経
営
に
関

す
る
新
た
な
知
恵
や
発
想
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
経
営
者
等

を
対
象
に
実
施
す
る
。

「
暑
中
見
舞
・
残
暑
見
舞
広
告
」の
お
礼

　

こ
の
度
、『
岐
阜
県
中
小
企
業
情

報
』
に
お
け
る
「
暑
中
見
舞
広
告
」

（
七
月
号
・
第
五
四
九
号
）
並
び
に

「
残
暑
見
舞
広
告
」（
八
月
号
・
第
五

〈
八
月
一
日
〜
十
五
日
〉

１
・
５
・
８
日　

岐
阜
県
最
低
賃
金

専
門
部
会
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

３
日　

中
小
建
設
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
未
来
会
館
）

５
・
８
日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

〈
七
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
〉

　

日　

古
田
知
事
と
中
央
会
正
副
会

１９
長
等
と
の
意
見
交
換
会
（
岐
阜
県

庁
）

　

日　

美
濃
加
茂
福
祉
事
業　

・
創

２０

（協）

立　

周
年
記
念
式
典
並
び
に
新
社

４０
屋
完
成
式
（
組
合
事
務
所
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

２８

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

第
四
回
岐
阜
県
政
策
総
点
検

２９
県
民
委
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

商
工
中
金
岐
阜
支
店
長
に
長
谷
川
氏

石
綿
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て

　

就
任
に
あ
た
り
、「
地
元
金
融
機
関

と
協
調
し
つ
つ
、
地
元
中
小
企
業
の

お
役
に
た
ち
、
政
府
系
金
融
機
関
と

し
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を

発
揮
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

は
、
石
綿
取
り
扱
い
作
業
等
に
従
事

し
退
職
し
た
者
に
対
す
る
健
康
診
断

の
速
や
か
な
実
施
等
②
現
に
石
綿
含

有
製
品
を
製
造
し
又
は
取
り
扱
っ
て

い
る
事
業
場
で
は
、
適
切
な
局
所
排

気
装
置
の
設
置
、
健
康
診
断
の
実
施

等
③
建
築
物
の
解
体
作
業
等
に
お
け

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
は
本
年
度
三
回
実

施
さ
れ
、
十
一
月
二
十
二
日　

に
東

（火）

京
個
人
タ
ク
シ
ー
太
陽
協
会
の
青
野

輝
子
会
長
（
二
回
目
）、
十
八
年
二
月

三
日　

に
浄
土
宗
尼
僧　

良
正
庵　

（金）

小
林
良
正
庵
主
（
三
回
目
）
を
講
師
に

開
催
す
る
予
定
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

�  岐阜県情報産業協会
会　 長　宮　 地　 正　 直
岐阜市薮田南５丁目１４番５３号
岐阜県中小企業団体中央会内
�〈058〉277-1104　〒 500-8384
FAX 〈058〉 2 7 3 - 3 9 3 0
http://www.chuokai-gifu.or.jp/gia/
E-mail :gia@chuokai-gifu.or.jp

社団
法人

’05 残暑お見舞い申し上げます


